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１．総合生命理学部の専門教育について 
 

【人材養成に関する目的】 

1. 生命科学を中心に、自然科学全般と数理情報科学の基礎を身に付けた上で専門分野を学
修することで、柔軟な思考ができる人材を養成する。 

2. 理学の総合的な学修を通じて、情報収集力、論理的思考力、企画力、実行力を備え、イ
ノベーションの創出に貢献する人材を養成する。 

3. グローバルな視野を持ち、地域社会の発展に貢献する人材を養成する。 

 

【専門教育科目の教育目標】 

上記の人材養成に関する目的を達成するために、以下の教育目標を定める。 

 

1. 生命科学を中心に理学の基礎を広く学修し、将来的に様々な分野の職業人として主体的
に活躍できる柔軟な能力を身に付ける。 

2. 課題発見能力を持ち、論理的な思考と協調性をもって課題に取り組める能力を身に付け
る。 

3. グローバルな視野を持ち、実用的なコミュニケーション力を身に付ける。 

4. 情報を効果的に整理・分析し、効率的に作業を進める能力を身に付ける。 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

上記の教育目標を実現するために、以下の教育課程の編成方針を掲げる。 

 

1. 生命科学を中心に理学を総合的に理解するため、理学の基礎を学ぶ科目を配置する。 

2. 各自の興味に応じた専門性を身に付けるための科目を配置する。 

3. 実践を通して自然現象を理解するため、生命科学分野及び物質科学分野の実験科目を配
置する。 

4. 理学の学修と研究に必要となる実践的な語学能力を身に付ける科目を配置する。 

5. 情報処理技術を駆使できる人材を育成するため、実践的な情報教育科目を配置する。 

6. 自らがより深く学ぶ専門分野を発見するための科目を配置する。 

7. 特定のテーマを設定し、研究活動を実践する卒業研究を実施する。 

 

【ディプロマ・ポリシー】 

上記の教育目標の下、提供する科目を履修する過程で以下に示す能力を身に付けた学生に対

し、学士(理学)の学位を授与する。 

 

1. 生命科学を中心に理学の基本的な知識を総合的に修得し、その上で各自の専門分野で活
躍できる知識と能力を身に付けている。 

2. 社会人として必要な幅広い視野と教養を身に付けている。 

3. 未知のものに対する興味を持ち、問題を発見する観察眼と問題を解決する能力を身に付
けている。 

4. グローバルな視野を持ち、実用的なコミュニケーション力を身に付けている。 

5. 情報を効果的に整理・分析し、効率的に作業を進める能力がある。 
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２．2021年度総合生命理学部学事日程 【前  期】

日 土

1 2 3

4 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13
①

14
①

15
①

16
①

17

月 18 19
①

20
②

21
②

22
②

23
②

24

25 26
②

27
③

28
③

29
③

30
③

29 昭和の日【授業開講日】

1

2 3
③

4 5 6
④

7
④

8 3 憲法記念日【授業開講日】

9 10
④

11
④

12
④

13
⑤

14
⑤

15 10-14 履修取消期間（後半科目以外）

16 17
⑤

18
⑤

19
⑤

20
⑥

21
⑥

22 17-21 補講期間１（6限）

23 24
⑥

25
⑥

26
⑥

27
⑦

28
⑦

29

30 31
⑦

1
⑦

2
⑦

3
⑧

4
⑧

5

6 6 7
⑧

8
⑧

9
⑧

10
⑨

11
⑨

12

13 14
⑨

15
⑨

16
⑨

17
⑩

18
⑩

19 14-18 補講期間２（6限）

月 20 21
⑩

22
⑩

23
⑩

24
⑪

25
⑪

26

27 28
⑪

29
⑪

30
⑪

1
⑫

2
⑫

3

7 4 5
⑫

6
⑫

7
⑫

8
⑬

9
⑬

10
5-9
5-9

履修取消期間（後半科目）
履修登録期間（集中講義（前期））※予定

11 12
⑬

13
⑬

14
⑬

15
⑭

16
⑭

17 12-16 補講期間３（6限）

月 18 19
⑭

20
⑭

21
⑭

22
⑮

23
⑮

24 22・23 海の日・スポーツの日【授業開講日】

25 26
⑮

27
⑮

28
⑮

29
試

30
試

31
28

29-8/4
前期授業最終日
前期期末試験

1 2
試

3
試

4
試

5 6 7 5-9/23 夏季休業期間

8 8 9 10 11 12 13 14
10

10-13
追試験願の提出期限
集中講義予定期間１

15 16 17 18 19 20 21

月 22 23 24 25 26 27 28

29 30
追
再 31

追
再

30-9/1 前期追試験・再試験期間

1
追
再 2 3 4

9 5 6 7 8 9 10 11
6-8
6-10

履修登録期間（単位互換科目（後期））※予定
集中講義予定期間４

12 13 14 15 16 17 18
13

13-17
前期成績発表
履修登録期間（後期科目の履修（修正）登録）※予定

月 19 20 21 22 23 24
①

25 24 後期授業開始

26 27
①

28
①

29
①

30
①

24-30 履修登録状況確認期間

は、学部等事務室業務を取り扱いません。○は、講義開講日（数字は講義回数）です。

※夏季休業期間は学則で9月30日までとされていますが、後期授業回数確保のため9月24日(金)より授業を開始します。

学　　　事月 火 水 木 金

※国民の祝日に関する法律に規定する休日は学則で休業日とされていますが、前期授業回数確保のため4月29（木）、5月3日（月）、7
月22日（木）、7月23日（金）を授業開講日とします。

16-20
20

20-24
23-27

集中講義予定期間２
追試験・再試験受験許可者及び時間割発表
再試験受験　受付期間（休日除く）
集中講義予定期間３

5

月

履修登録期間（単位互換科目（前期））
新入生合同ガイダンス
英語力調査（新入生）
入学式
総合生命理学部新入生ガイダンス
履修登録期間（前期・後期・通年科目）
前期授業開始
履修登録状況確認期間

3/29-1
2
2
5
6

6-12
13

13-19
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【後　期】

日 土

9/19 9/20 9/21 9/22 9/23 9/24
①
9/25 9/24 後期授業開始

9/26 9/27
①
9/28

①
9/29

①
9/30

①
1

②
2 24-30 履修登録状況確認期間

3 4
②
5

②
6

②
7

②
8

③
9

10 11
③
12

③
13

③
14

③
15

④
16

17 18
④
19

④
20

④
21

④
22

⑤
23

24 25
⑤
26

⑤
27

⑤
28

⑤
29

⑥
30

25-29
28

履修取消期間（後半科目以外）
開学記念日【授業開講日】

31

1
⑥
2

⑥
3 4

⑥
5

⑦
6

11 7 8
⑦
9

⑥
10

⑥
11

⑦
12

⑧
13

14 15
⑧
16

⑧
17

⑦
18

⑧
19

⑨
20 15-19 補講期間４（6限）

月 21 22
⑨
23 24

⑧
25

⑨
26

⑩
27

28 29
⑩
30

⑨

1
⑨
2

⑩
3

⑪
4

12 5 6
⑪
7

⑩
8

⑩
9

⑪
10

⑫
11

12 13
⑫
14

⑪
15

⑪
16

⑫
17

⑬
18

月 19 20
⑬
21

⑫
22

⑫
23

⑬
24 25

26 27 28 29 30 31

1

2 3 4 5 6 7
⑭
8

6
7

集中講義予定期間５（12/24・27・28、1/6）
後期授業再開

9 10 11
⑬
12

⑬
13

⑭
14 15

16 17
⑭
18

⑭
19

⑭
20

⑮
21

⑮
22

23 24
⑮
25

⑮
26

⑮
27

試
28

試
29

26
27-2/2

後期授業最終日
後期期末試験

30 31
試

1
試
2

試
3 4 5

2 6 7 8 9 10 11 12
7
10

追試験願の提出期限
卒業論文発表会

13 14 15 16 17 18
追
再 19

月 20 21
追
再 22

追
再 23 24 25 26

27 28

1 2 3 4 5 1 後期成績発表

3 6 7 8 9 10 11 12
8
12

中期日程入学試験（滝子キャンパス立入禁止）
後期日程入学試験（滝子キャンパス立入禁止）

13 14 15 16 17 18 19

月 20 21 22 23 24 25 26 25 卒業式

27 28 29 30 31

は、学部等事務室業務を取り扱いません。○は、講義開講日（数字は講義回数）です。

※冬季休業期間は学則で1月7日までとされていますが、後期授業回数確保のため1月7日（金）より授業を開始します。

14
14-16
18-22
21・22
25・26

追試験・再試験受験許可者及び時間割発表
再試験受験　受付期間
後期追試験・再試験期間
卒業論文提出日
前期日程入学試験（滝子キャンパス立入禁止）

学　　　事

13-17
13-17
13-17

履修取消期間（後半科目）
履修登録期間（集中講義（後期））※予定
補講期間５（6限）

月 火 水 木 金

1

月

10

月

補講期間６（6限）
大学入学共通テスト準備のため休講
大学入学共通テスト（滝子キャンパス立入禁止）

11-13
14

15・16

24
24・27・28
25-1/6

開学記念日の振替休日
集中講義予定期間５（12/24・27・28、1/6）
冬季休業期間
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3.3 進級・卒業要件 

 卒業要件の修得必要単位数及び進級要件は以下の通りです。 

 
3.3.1 修得必要単位数 

 

3.3.1.1 教養教育科目 

区   分 科目区分ごとの最低修得必要単位数及び必修科目 

共
通
科
目 

一般教養科目 

大学特色科目 ２単位 
〔Ａ〕 
左記以外に 
２単位 
（a参照） 

現代社会の諸相 
４単位 

文化と人間性の探求 
人間と自然 

 
自然と数理の探求 

外国語科目 
英語 ６単位（b参照） 
その他の言語 ４単位  

情報科目 ４単位 
情報処理基礎 (2) 

情報処理応用 (2) 

健康・スポーツ科目 ２単位 健康・スポーツ科学 (2) 

基
礎
科
目 

物理学   

左記以外に 
12単位 

化学    

生物学 ４単位 
基礎生物学 (2) 

生物学 (2) 
自然科学実験 １単位 自然科学実験 (1) 

数学・統計学 ４単位 
微分積分学 (2) 

線形代数学 I (2) 

合計 45単位 
※必修科目については各科目区分に科目名（単位数）を記載しています。 
※自由科目の単位は修得必要単位数に算入できません。 
 

a 単位互換事業により他大学において修得した単位は、教授会の議を経て２単位まで〔Ａ〕に
参入することができます。 

b 外部機関が実施する検定試験（実用英語技能検定、TOEIC、TOEFL）の獲得点数に基づいて、
英語科目の単位として最大４単位まで認定することができます。詳しくは教養教育履修要項を

確認して下さい。 
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3.3.1.2 専門教育科目 

区  分 科目区分ごとの最低修得必要単位数及び必修科目 

専門基礎科目 ９単位 

総合理学概論Ａ (2) 

総合理学概論Ｂ (2) 

総合理学実験入門 (1) 

情報処理発展 (2) 

生命科学実験又は物質科学実験から２単位 

専門科目 

生命科学科目 

 
物質科学科目 

数理情報科学科目 

卒業研究関連科目 21単位 

総合理学実習 (3) 

専門演習Ⅰ～Ⅲ（各 2単位） 

卒業研究Ⅰ～Ⅲ（各 4単位） 

外国語科目 ４単位 
自然科学英語 (2) 

グローバルコミュニケーション (2) 

専門関連科目 
 

合  計 79単位 

※必修科目（一部選択必修科目）については各科目区分に科目名（単位数）を記載しています。 
※自由科目の単位は修得必要単位数に算入できません。 
※専門科目には、3.4.1に掲げる科目のうち、６単位までを算入することができます。 

 
 3.3.2 進級・卒業要件 

 
【２年次への進級要件】 

 ２年次への進級要件はありません。 

 
【３年次への進級要件】 

２年次終了時において、次の要件を一つでも満たしていない者は３年次に進級できません。 

① 3.3.1.1に定める修得必要単位 45単位をすべて習得していること。 

②「総合理学概論Ａ」、「総合理学概論Ｂ」、「総合理学実験入門」の３科目を修得していること。 

③「生命科学実験」又は「物質科学実験」を修得していること。 

④ ②及び③を含めて専門教育科目から 25単位以上を修得していること。 

 
  【４年次への進級要件】 

３年次終了時において、「専門演習Ⅰ」及び「卒業研究Ⅰ」の２科目を修得していない者は

４年次に進級できません。 
 

  【卒業要件】 

3.3.1.1及び 3.3.1.2に定める修得すべき単位を修得していること。 
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12．教員免許状の取得について 
 
総合生命理学部総合生命理学科では、教職課程を履修することによって、高等学校教諭一種

免許状（理科）を取得することができます。そのためには、この課程において定められた所定

の単位を修得し、都道府県の教育委員会に免許状取得のための申請をしなければなりません。

また、実際に教員として働くためには、地方自治体もしくは私立学校の行う採用試験に合格し

なくてはなりません。 
教職課程の履修では、「高等学校教育実習」が必修となります。教育実習は実習先の高等学校

の全面的な協力のもとで実施されています。実習期間は約２週間にわたり、原則として休むこ

とは許されません。また教育実習には履修資格がありますので、１年次から計画的に履修を進

めておかないと、４年次に教育実習を行えないといったことも起こります。 
以上のことから、教員免許状の取得を希望する学生は、将来教員になるという強い決意を持

った上で教職課程を履修して下さい。なお教職課程では、学期の初めなどにガイダンスを実施

しています。教職課程の履修（希望）者は必ず出席して下さい。 
 

12.1 取得可能な免許の種類 

総合生命理学部総合生命理学科で取得できる教員免許状は、高等学校教諭一種免許状（理

科）です。中学校教諭免許状は取得できません。 

 

12.2 取得の要件 

教員免許状を取得するための要件は以下の通りです。

 

 基礎資格（学士の学位）を有すること（大学を卒業すること）。 

 教育職員免許法に定められた下記科目の必要単位数を修得すること。 

教科及び教科の指導法に関する科目・・・24単位（別表１を参照） 

教育の基礎的理解に関する科目等・・・・23単位（別表２を参照） 

大学が独自に設定する科目・・・・・・・12単位（別表３を参照） 

 教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める下記科目の必要単位数を修得すること。 

（別表４を参照） 

   日本国憲法・・・・・・・・・・・・・・２単位 

   体育・・・・・・・・・・・・・・・・・２単位 

   外国語コミュニケーション・・・・・・・２単位 

   情報機器の操作・・・・・・・・・・・・２単位 
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別表１ 教科及び教科の指導法に関する科目 〔高等学校教諭一種免許状（理科）〕 

免許法施行規則に定める 

科目区分及び単位数 
本学での開設授業科目 

科 目 区 分 

最低修得 

必要 

単位数 

科 目 名 
配当 

年次 

単 位 数 

必修 選択 

物理学 ４ 

物理学基礎 １ ２  

力学 １  ２ 

電磁気学 １  ２ 

波動・熱力学 １ ２  

物理数学 ２  ２ 

化学 ２ 

化学基礎 １ ２  

物理化学 ２  ２ 

有機元素化学 ２  ２ 

機器分析化学 ３  ２ 

生物学 ４ 

基礎生物学 １ ２  

生物学 １ ２  

生態学 ２  ２ 

基礎生理学 ２  ２ 

進化学Ⅰ ２  ２ 

生命情報学Ⅰ ２  ２ 

生化学 ２  ２ 

分子生理学 ２  ２ 

細胞生物学 ２  ２ 

分子生物学Ⅰ ２  ２ 

応用生理学 ３  ２ 

進化学Ⅱ ３  ２ 

植物生理学 ３  ２ 

応用生物学 ３  ２ 

分子遺伝学 ３  ２ 

分子生物学Ⅱ ３  ２ 

地学 ２ 
地学概論 ２ ２  

天体物理学 ３  ２ 

物理学実験（コンピュータ活用を含む。）、 

化学実験（コンピュータ活用を含む。）、 

生物学実験（コンピュータ活用を含む。）、 

地学実験（コンピュータ活用を含む。） 

２ 生命科学実験 ２ ２  

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用

を含む。） 
４ 

理科教育法１ ３ ２  

理科教育法２ ３ ２  

備考：選択科目より６単位以上を修得すること。選択科目を含め 24 単位を超える科目を修得した場合、

超過分を高等学校教諭一種免許状（理科）の「大学が独自に設定する科目」（別表３参照）に充て

ることができる。ただし、科目区分ごとの最低修得必要単位数は守ること。 
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別表２ 教育の基礎的理解に関する科目等 〔高等学校教諭一種免許状（理科）〕 

免許法施行規則に定める 

科目区分及び単位数 
本学での開設授業科目 

科 目 区 分 

最低修得 

必要 

単位数 

科 目 名 
配当 

年次 

単 位 数 

必修 選択 

教育の基礎

的理解に関

する科目 

 教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想 

10 

教育学概論２ ２ ２  

 教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。） 

教職概論２ ２ ２  

 教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全
への対応を含む。） 

教育社会学 ２  ２ 

教育制度論 ３ ２  

 幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程 

学校教育心理学 ２ ２  

 特別の支援を必要とする幼
児、児童及び生徒に対する

理解 

特別支援教育２ ２ ２  

 教育課程の意義及び編成の
方法（カリキュラム・マネ

ジメントを含む。） 

教育課程論 ３ ２  

道徳、総合

的な学習の

時間等の指

導法及び生

徒指導、教

育相談等に

関する科目 

 総合的な学習の時間の指導
法 

８ 

特別活動及び総合的

な学習の時間の指導

法 

２ ２  

 特別活動の指導法 

 教育の方法及び技術（情報
機器及び教材の活用を含
む。） 

教育方法論２ ３ ２  

 生徒指導の理論及び方法 

生徒・進路指導論 ２ ３  
 進路指導及びキャリア教育
の理論及び方法 

 教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法 

教育相談 ３ ２  

教育実践に

関する科目 

 教育実習 ３ 高等学校教育実習 ４ ３  

 教職実践演習 ２ 
教職実践演習 

（中・高） 
４ ２  

備考：合計して 23単位を超える科目を修得した場合、超過分を高等学校教諭一種免許状（理科）の「大

学が独自に設定する科目」（別表３参照）に充てることができる。ただし、科目区分ごとの最低修

得必要単位数は守ること。 
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別表３ 大学が独自に設定する科目 〔高等学校教諭一種免許状（理科）〕 

免許法施行規則に定める 

科目区分及び単位数 
本学での開設授業科目 

科 目 区 分 

最低修得 

必要 

単位数 

科 目 名 
配当 

年次 

単 位 数 

必修 選択 

大学が独自に設定する科目 12 

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指導法に

関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」、「道

徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相

談等に関する科目」、「教育実践に関する科目」について、

併せて 12単位以上修得し充足する。 

 

 

 

別表４ 教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 〔高等学校教諭一種免許状（理科）〕 

免許法施行規則に定める 

科目区分及び単位数 
本学での開設授業科目 

科 目 区 分 

最低修得 

必要 

単位数 

科 目 名 
配当 

年次 

単 位 数 

必修 選択 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 １ ２  

体育 ２ 
健康・スポーツ科学 １ ２  

健康・スポーツ実技 １ １  

外国語コミュニケーション ２ CS: Presentation １ ２  

情報機器の操作 ２ 情報処理基礎 １ ２  

備考：科目区分「体育」には実技が含まれるため、「健康・スポーツ科学」、「健康・スポーツ実技」の両

方を修得すること。なお「健康・スポーツ実技」は総合生命理学部総合生命理学科の卒業要件に

は入らない自由科目である。
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13．総合生命理学部専任教員
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理 学 研 究 科

理学情報専攻総合生命理学科

総合生命理学部

学
部
の
コ
ー
ス
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
２
系
構
成

生 物 エ ネ ル ギ ー 論
生 化 学
植 物 生 理 学
遺 伝 子 制 御 学
分 子 遺 伝 学
神 経 科 学
分 子 生 理 学
応 用 生 理 学
生 態 学
分 子 系 統 学
進 化 遺 伝 学

知 能 情 報 科 学
教育システム情報科学
画 像 情 報 科 学
音 声 情 報 科 学
位 相 幾 何 学
代 数 学
天 文 学
地 球 物 理 学
物 性 理 論
構 造 物 性 物 理 学
分 子 構 造 学
機 能 物 質 化 学

生命情報系

自然情報系

生命情報コース

自然情報コース

生物機能化学

情報処理発展

分子生物学

生態学

分子生物学

進化学

生化学 応用生物学

分子生理学

応用生理学

進化学

有機元素化学

物理化学

情報数学Ａ 情報数学Ｂ

幾何学

天体物理学

量子力学

代数学

地学概論

物性物理学

細胞生物学

プログラミング
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ソテツ

広場

プール

クラブ
ハウス

文化系

サーク

ル施設

八高古墳

古墳

テニスコート

2号館
(教養教育棟・保健

管理センター）

1号館
(人文社会学部・

総合生命理学部・

山の畑事務室）
弓
道
場

東

門

通
用
門

北

門

西

門

中庭

学生会館

トレーニングルーム

6号館
（総合情報センター）

体育館

5号館
（総合生命理学部）

4号館
（総合生命理学部）

総合情報センター

山の畑分館

（図書館）

東棟
（総合生命理学部）

3号館
（経済学部・学生課・国際交流センター・キャリア支援センター）
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